
学校図書館を活用した「読み」を鍛える拠点校事業 実践記録

こころとこころをつなぐ力を育てる
～言語活動の充実を通して「読み」の力を育む授業づくりに向けて～

香南市立赤岡小学校

実践概要：
教師が言語活動のモデルを作成して教材研究を行ったり，図書館教育と各教科等との関連を示したカリキ

ュラム配列表や年間計画を基に，学校図書館を活用した授業づくりを行ったりしてきた。その結果，「読む

こと」の領域における学力の伸びや，児童及び教師の学校図書館活用への意識の高まりが見られた。
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１．研究仮説
・授業者が，言語活動のモデルづくりを行った
上で教材研究や単元計画表を作成することに
より，目指すゴールに向かうために必要な指
導や考えられる児童のつまずきを見通すこと
ができ，付けたい力の育成につながるのでは
ないか。

・各単元で付けたい力を具体的な児童の姿でイ
メージし，それに応じた言語活動を設定する
ことで，児童に学習意欲や目的意識をもたせ
ることができ，読解力が向上するのではない
か。

・図書館教育の学び方指導と，各教科等の単元
との関連が分かるカリキュラム配列表や，学
校図書館活用年間計画を基に実践を重ねるこ
とで，児童の情報活用能力の向上を図ること
ができるのではないか。

２．実践方法
（１）言語活動のモデルづくり

単元のゴールとなる言語活動のモデル（カ
ード，リーフレット，新聞など）を教師が作
成することにより，言語活動を通した学習過
程の設定や児童のつまずきへの手立てを考え
る。

（２）学校図書館を活用した授業づくり

学校図書館資料を活用することで，教材文を

使って学習したことを応用する場を設定し，資

質・能力を育成する。その際には，学校図書館

活用年間計画や，図書館教育と他教科等との関

連が分かるカリキュラム配列表などを活用しな

がら指導を行う。

（３）新聞ノートの取組（４年生以上）

新聞の中から記事を一つ選び，それをまとめ

たり感想を書かせたりすることで正確な読みの

力の育成と読んだことについて考えをもつ力の

育成を図る。

３．実践内容
（１）言語活動のモデルづくり

取組１年目の10月に行った1年生の公開授業

研究の際に，教師が児童に提示した言語活動の

モデルが，児童の意欲付けやゴールの見通しと

なって効果的であったことから，全学年でモデ

ルづくりに取り組むこととした。言語活動のモ

デルづくりには，児童への手立てと，教師の教

材研究の二つの側面がある。

①児童への手立てとして

児童に学習の見通しをもたせ，学習意欲を

高めさせるために，単元の導入時に授業者が作

成した言語活動のモデルを使って，単元末に目

指す姿や形を具体的に示した。

カード，リーフレット，新聞など,どのよう

な形式で学習をまとめるのかをイメージしやす

くしたり，それを何のために作るのか（例：1

年生に紹介するため。地域の人に知らせるため。

など）ということを具体的に設定したりするこ

とで，学習活動に必然性をもたせた。また，学

級の実態に応じて，イラストなども取り入れ児

童が関心をもてるようにした。（写真１）

写真１：教師が作成したモデル（１年）

また，教師が作成したモデルは，学習してい

る単元の間中，学習計画とともに教室に掲示し

ておいた。そして，毎時間の学習に入る時に，

学習計画と一緒に本時がモデルのどの部分に関

わる学習かを示すことで，見通しをもたせるだ

けでなく，児童が自分の学習を振り返ったり，

進捗の様子を確認したりする際の手がかりとし

ても活用した。個別の発展的な学習に取り組む

際には，ヒントカードとしても活用した。児童

は必要に応じて教師のモデルを参考にし，どこ



に，何を，どのように書けばよいのか確認しな

がら，自分の学習を進めていた（写真２）。

写真２：教師が作成したモデル（３年）

②教師の教材研究として

取組を始めた当初は，児童への意欲付けを

ねらいとしてモデルづくりを行っていたが，

公開授業研究等で検討を重ねる中で，モデル

を作成することによって教師側の教材研究に

も役立つことが分かってきた。付けたい力を

設定し，言語活動を吟味してモデルを作成す

ることにより，その単元で身に付けさせたい

力と言語活動が一致しているかを確かめるこ

とに活用した。さらに，児童の姿を具体的に

イメージしながら作成することで，つまずき

を見通し，実態に合った学習計画や手立てな

どを検討することも行った。

「プロフェッショナルたち」（東京書籍６

年）を教材に学習した単元では，学習したこ

とをもとに自分が考えたことを新聞にまとめ

て発表するという言語活動を設定した。初め

は，自分が選んだプロフェッショナルの紹介

と自分の将来について考えたことを書くこと

にしていたが，モデルを作成する中で，読み

取ったことと自分の考えのつながりが分かり

にくいという課題が見えてきた。そこで，

「私が考えるプロフェッショナルとは」とい

う欄を設け，「文章を読んで自分の考えるプ

ロフェッショナルについてまとめたことを発

表し合い，考えを広げたり深めたりすること

ができる。」という言語能力を見取ることが

できるようにした。また，「将来，こんな人

になりたい」という欄を設けて，「複数の人

の仕事観について書かれた文章を読み，共通

点や相違点を見いだし，自分の考えに反映さ

せることができる。」という情報活用能力も

見取ることができるようにした。

写真３：教師が作成したモデル（６年）

（２）学校図書館を活用した授業づくり

①図書館資料活用のタイミング

「ビーバーの大工事」（東京書籍２年下）

を教材に学習した単元では，第二次で教材

文の読み取りを行い，ビーバーのひみつク

イズを作る学習を行った。それをもとに，

第三次では他の動物に関する図書を読み，

クイズをつくる学習をした。このように，

第二次に教材文で学習したことを使って，

第三次では関連するほかの図書で発展的な

学習をするパターンは各学年で最も多く取

り入れている。

しかし，学年や学習の状況によっては，

第一次で教師のモデルを見て単元のゴール

イメージをもってから第三次の学習までの

時間が長いことにより，児童の意欲が低下

したり，ゴールが意識されにくくなったり

する場合がある。

そのため，「いろいろなふね」（東京書

籍１年下）を教材文とした単元では，第一

次で自分の紹介したいのりものについて

「のりものしょうかいカード」にまとめて

紹介するという言語活動の見通しをもった

後，第二次では教材文での学習と関連図書

での学習を交互に行うようにした。

また，「はがぬけたらどうするの」（東

京書籍１年下）では，第一次から第三次前

半までの各時間に関連図書を活用する時間

を設定し，一つの授業の中で教材文を使っ

た読み取りの場面と，それをもとに関連図

書を使って発展的に学習する場面の両方を

設定した。



②パスファインダーの活用

本校では，これまでも学校図書館担当教諭

が中心となって図書館活用を進めてきたが，

各学年の担任の図書館活用の意識が高まらな

いという課題があった。そこで，担任が中心

となって図書館活用を進められるように，各

教科等と図書館教育の関連を示したカリキュ

ラム配列表を作成したり，それに準じて学校

図書館活用年間計画の見直しを行ったりした。

さらに，これらのカリキュラム配列表や年

間計画，活用図書のリスト，これまでの実践

記録などをまとめたパスファインダーを学年

ごとに作成し，これを手がかりに図書館活用

に取り組んだ。

例えば，５年生国語科の「わたしたちとメ

ディアとの関わりを考えよう」の単元では，

教材文の学習とともにメディアに関する図書

の活用が考えられる。同時に図書館教育とし

て「著作権と引用」について指導を行うこと

ができる。さらに，「著作権と引用」の学習

には，社会科の「情報化社会を生きる」の単

元とも関連している。

＜５年生＞

図１：図書館教育と教科等の関連の例

全教科等の１年間の計画を一覧表にしたカ

リキュラム配列表に，図１のような図書館教

育と教科等の関連を組み入れ，学校図書館の

活用が促進されるようにした。

活用図書のリストには，活用した図書の書

籍名，著者名，出版社，分類，所在，校内数

を記録するとともに，活用するのに適当であ

ったかどうかを評価する欄を設けた。これは，

活用する図書を選書する際に，その単元で重

点的に取り扱う事項を指導するのに適切かど

うかを検討するためのものである。（表１）

表１：活用図書のリスト（２年）

（３）新聞ノートの取組（４年生以上）

これまでにも本校では，新聞活用の一環と

して，朝の会・帰りの会等での新聞スピーチ

に取り組んできた。しかし，スピーチの内容

については各学年に任されており，新聞の記

事の紹介のみに留まってしまうという課題が

あった。

そこで各学年の形式を統一するため，４・

５・６年生で新聞ノートの取組を始めた。こ

れは，自分が選んだ新聞記事の要約と記事に

対する自分の考えを書くこととし,週１回提

出させ，年間を通して取り組んでいる（写真

４）。

写真４：児童の新聞ノート

取組を始めた当初は，Ａ４版ノートの見開

きを使って，一方のページには選んだ記事を，

もう一方には新聞の日付，新聞名，記事の見

出し，要約，自分の考えを書くという内容と，

要約は 140 字以内，自分の考えは 200 字以上

という字数制限を提示した。

２年目は，１年目の取組の様子から考慮し

て，６年生に対しては１年目同様の字数制限

を求めるが，４・５年生については少し制限

を緩やかにして取り組ませることにした。

４．成果と課題
（１）成果

①「読む」力の向上

２年間の取組の結果，高知県学力定着状況調

査の国語科「読むこと」の領域におけるポイン

トに伸びが見られた。６年生については，県平

均との比較において，取組開始前の平成 29 年

度と，取組１年目の平成 30 年度の間で 12.2 ポ

イント向上していた。また，５年生について

は，同比較において，取組１年目の平成 30 年

度と，２年目の令和元年度の間で，18.6 ポイン

ト向上していた。

長文の読解に苦手意識があり，問題や課題に

対して粘り強く向き合うことの難しかった児童

が，単元のゴールとなる言語活動を意識して意

国語科
わたしたちとメディアとの関わりを考えよう

「テレビとの付き合い方」

図書館教育
著作権と引用

社会科
情報化社会を生きる



欲的に学習に取り組む姿も見られ始めた。教師

が言語活動のゴールモデルを作成し，教材研究

を進めてきたことが効果的であったと考える。

②学校図書館活用に対する意識の変化

本校では以前から図書館教育を推進し，学校

図書館担当教諭が中心となって図書館を活用し

た授業づくりに取り組んできた。しかし，担当

教諭が受け持つ「読書の時間」での図書館活用

が中心となりがちで，各学年の担任の意識が高

まらないことが課題であった。そこで本年度よ

り，各教科の内容に沿って見直した図書館教育

の年間計画や，活用図書のリストをまとめたパ

スファインダーを作成し，これに基づいて各学

年の担任が主となって図書館活用を進められる

ようにした。また，読書感想文・感想画コンク

ールなどへの取組についても各教科の学習と合

わせて年間計画に組み入れることにより，全校

で足並みを揃えて取り組むことができた。

その結果，年度間で教職員の異動に伴う一時

的な落ち込みは見られるものの，児童にも教師

にも図書館活用の意識の向上が見られた。特

に，教師の意識の変化により，自発的に関連図

書の選定を行ったり，各教科での活用を検討し

たりしている姿が多くみられるようになった。

（表２）

表２：授業力チェックシートの結果

③授業改善への意識の高まり

言語活動のモデルづくりを中心に，公開授業後

の研究協議などを行う中で，国語科の授業改善へ

の意識も高まった。

＜自由記述式アンケートより＞

○言語活動のモデルを作成することにより，児

童のつまずきを事前に把握し，支援方法を検

討することができた。

○単元で身に付けたい力を明確にし，それに応

じて言語活動のモデルや単元の計画表を作成

して授業に臨むようになった。

○研究協議でモデルを見ながら自分の担当学年

以外の教材について全員で一緒に考えること

ができ，その学年までに身に付けておかなけ

ればならない力を把握することができた。

（２）課題と今後の取組

①特別支援教育の視点を含めた「読む」力の育成

「読むこと」の領域における伸びが見られる一

方で，各種学力調査の結果，全国平均・県平均と

の比較では十分に「読み」の力が身に付いている

とは言い難い。今後も授業改善に努め，学力及び

学習への意欲の向上を図ることが必要である。

「読み」の力が身に付きにくい背景として，文

章の読解の土台となる文字の読み取りが難しく，

教科書を読むにも個別の支援を要する児童が少な

くないことが挙げられる。そのような児童に対し

て，特別支援教育の視点から支援の方法を検討

し，文章の読解へとつないでいく必要があると考

えられる。本年度低学年に対し，多層指導モデル

ＭＩＭの導入を試みているが，その効果が実感で

きるまでには至っていない。今後も取組を継続

し，「読む」ことに対して苦手意識をもつことな

く学習できるように支援していきたい。

②学校図書館活用及び図書館教育についての取組

の継続

２年間の取組により児童・教師共に学校図書館

活用への意識が高まっているが，パスファインダ

ーの内容を年度ごとに見直し，新任の教師でもそ

れを手がかりに指導を行うことができる形にして

いくことが必要となる。単元の中で関連図書を活

用することについては定着してきた一方で，図鑑

や百科事典などの学び方指導については，推進教

諭が授業を行っていた以前と比べると，十分に指

導が行き届いていない状況が若干認められる。今

後は，年間計画に沿って図書館教育が推進されて

いるか状況を把握するためのチェックを定期的に

行い，取組が継続されるようにしたい。

また，児童の読書の様子から，学年内での読書

量や読解力の差が大きいという実態がある。その

ため，学習に活用する図書の選定が難しいという

課題もあった。活用した図書を順次リスト化し，

学級や児童の実態に応じて適切なものを選ぶこと

ができるようにしたい。

③学びに向かう学級集団づくりに向けて

国語科を中心とした授業改善を目指して取り組

んできた２年間であったが，取組の効果はその時

の学級の状況によって左右されるということも見

えてきた。学級が安全で，安心感のある居心地の

良い場所であってこそ，児童は落ち着いて学習に

向かうことができる。親和的な学級集団を作るこ

とが主体的・対話的で深い学びへの第一歩である

ことを意識して，学びに向かう学級集団づくりを

進めていくことが重要である。

今年度２学期より取り組み始めた「赤小版授業

スタンダード」など，全校で統一した取組を継続

し，児童自身が見通しをもって学習できる環境を

整えることも，学習への意欲の高まりにつながる

のではないかと考える。加えて,どの児童も自身の

成長を感じながら，学習への期待感をもって取り

組めるよう，授業を行っていく必要がある。

5月 2月 5月 12月
児童 3.1 3.6 3.2 3.5
教師 2.4 2.9 2.7 3.3

平成30年度 令和元年度

【授業力チェックシートの設問項目】
児童７ 図書館の本や新聞などを使って調べたり
話し合ったりする学習を行うことができた。
教師９ 児童生徒の知識や考えを広げたり，深め
たりするために，図書館資料や新聞等を効果的に
活用している。


